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※当レポートは、投資の参考となる情報提供を目的としたもので、投資勧誘を意図するものではありません。 投資の決定はご自身の
判断と責任でなされますようお願い申し上げます。 記載された意見や予測等は、作成時点における 森 好治郎 個人の見解であり、
その正確性、完全性を保証するものではなく、今後予告なく変更されることもありますのでご留意ください。

 
2008年 4月 17日 

Daily comment 

キャッシュ比率の改善も信用リスクをなお警戒!? 
 
昨日の為替マーケットの主役はユーロ／ドルで

あり、3 月のユーロ圏 CPI が前年比＋3.6％と過
去最高の伸びとなり、ECBのインフレ目標（2％に
限りなく近い 1％台）を上振れたため年内の利下
げ観測の後退を手掛かりに買われた。 
もっとも、チャートを見ている人は「アセンディン

グ・トライアングル」（強気の三角保ち合い）の“上

放れ”のタイミングを探っていたわけであり、材料

は何でも良かったのである。  
ユーロ／ドルは、波動目標として掲げた 1.5954㌦処（＝1.5341＋【1.4310⇒1.4923】）を達成し、NY中

盤には 1.5980㌦まで続伸幅を拡大した。 アセンディング・トライアングルの完成に伴うフォーメーション・タ
ーゲットはこの限りではなく、目先的には 1.5900㌦台の値固めが想定されよう。 
順当ならば、これまでレジスタンスとなってきた 1.5900㌦処がサポートに転換することになる。 
また、ユーロ／円は“円弧”を上抜いて 162.50 円まで急伸し、波動目標として掲げた N-計算値の

162.99円処（＝156.34＋【151.70⇒158.35】）を射程圏に捉えている。  
先週末のワシントン G7 声明は、主要通貨の為替変動に懸念を示したものの、英国が最後まで文言変

更に難色を示したと伝えられており、「ファンダメンタルズを反映すべき」との常套句を削除したところに G7
間の意見の対立と抵抗を見出すことができよう。 （⇒トリシェ ECB総裁は G7の為替声明を“ポエムだ”と
表現していたが、筆者の第 1印象は“ショート・コント”で思わず笑っちゃいました。） 
一方、ドル／円は欧州序盤に 100.83 円まで下落する場面がみられたが、良好な米企業決算や欧米株
の上昇に連れて 101.89 円まで急速に買い戻されている。 筆者が重視する日足均衡表の『遅行線』は同
じ時間軸の日々線に到達しており、いよいよ本日の NY クローズの値位置が重要となってくる。 現状では
『転換線』（＝101.44円処）や『21日平均線』（＝100.92円処）がサポートとして機能しているが、ここがNY
クローズで破られる場合は注意しなければならない。 

ユーロ圏EU基準の消費者物価指数の推移
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